







StandardsBoard:FASB）は 2016 年に金融商品に係る一連の ASC（AccountingStandards











　しかしながら，IASB および FASB において，それぞれ基準化された予想損失モデルに
は，会計処理上の差異が存在している。通常，ある会計処理に差異が生じる背景には，よ
り上位の概念や考え方が異なっているためであると思われる。






 ・2016 年 1 月会計基準更新書（AccountingStandardsUpdate:ASU）2016-01「金融商品－全体（Subtopic
825-10）：金融資産及び金融負債の認識及び測定」
 ・2016 年 6 月ASU2016-13「金融商品－信用損失（Topic326）：金融商品に関する信用損失の測定」

























　さらに，G20 および金融安定理事会（FSB）などの提言を受けて，IASB および FASB
は新たな減損モデルの開発を含む金融商品会計基準の全体的な見直しを開始した。図表 1

















千葉商大論叢　第 56 巻　第 3号（2019 年 3 月）
融商品に係る減損モデルについてコンバージェンスを達成することを希望していた
（IFRS9,par.BC5.110）。それを受け，両基準設定主体は SD（2011）を共同で公表し，




した。最終的には，これらの公開草案をもとに，IASB は 2014 年に IFRS9「金融商品」





















2009 年 11 月 ED（2009）公表 ―
2010 年 5 月 ― PASU（2010）公表
2011 年 1 月 SD（2011）公表 それぞれの当初の公開草案を基礎として共同で公表
2011 年 5 月～
2012 年 7 月
3bucket モデルの検討
2012 年 12 月 ― PASU（2012）公表 現在予想信用損失モデルの提案
2013 年 3 月 ED（2013）公表 ― 予想信用損失モデルの提案
2014 年 7 月 IFRS9 公表 ― 予想信用損失モデルを採用
2016 年 6 月 ― ASC326 公表 現在予想信用損失モデルを採用





























図表 2　IFRS9 および ASC326 における予想損失モデルの概要
IFRS9
ECL モデル
ステージ 1 ステージ 2 ステージ 3
予想損失 12 か月の予想損失 全期間の予想損失 全期間の予想損失





IFRS9,pars.5.4.1,5.5.3and5.5.5 および ASC326-20-30-6,and326-20-35-10 より筆者作成
（5） ASC326 では，IFRS9 とは異なり，その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産には，別の減
損モデルが適用される（ASC326-30）。本稿では，当該減損モデルについては扱わない。
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論を展開していく。
（1）　予想損失の認識・測定に係る主要な差異
　IFRS9 および ASC326 の主要な差異は，まず金融資産の当初認識時にあらわれる。
IFRS9 においては，通常，金融資産は当初認識時にステージ 1 に区分され，12 か月の予
想損失が費用として計上される。当初認識以降に信用リスクの変動がなければ，各報告日















































































































































































































































































　本稿は，IASB および FASB の現行会計基準に示されている 2 つの予想損失モデルにつ
いて，その差異および要因を明らかにし，あるべき予想損失モデルについて検討を行った。
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